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問診・視診マニュアル



問診・視診
睡眠中の様子のヒアリング

以下の症状が２つ以上認められる場合には、気道の閉塞が睡眠中に発生している可能性があります。

・睡眠中の窒息感やあえぎ
・繰り返す覚醒
・起床時の爽快感の欠如
・日中の疲労感
・集中力の欠如

＊肥満と睡眠時無呼吸とには相関がありますが、アジア人は肥満を伴わない（BMI > 25）でも睡眠時無呼
吸症候群を発症する患者さんが多くいます。注意が必要です。

01｜問診・視診｜睡眠中の様子のヒアリング©
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鼻腔の視診
鼻腔形態、ポリープの有無、鼻水の流れる部位などを観察し、ナステントが適用できるか確認します。

1.　鼻水の有無
2.　鼻づまりの有無
　　鼻づまりがあるとナステントを挿入できないことがあります。

3.　炎症、出血
　　鼻腔内に炎症、出血がないか、確認します。

視診により上記の症状が認められた場合にはナステントの使用に耐えうるか否か、判断してください。

02｜鼻腔の視診｜ナステントが適用できるか確認する
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